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匿名加工情報

TF-IDFk-匿名化

Point１ 本研究の概要

匿名化で重視すべきポイントは、個人に関する情報の価値を維持しながらプライ
バシーを守ることです。特定の個人の識別を困難にするためのデータ加工方法のひ
とつ。「k-匿名化」とは、対象となるデータ内に、同じ属性値を持つデータがk件以
上存在するようにデータを変換することで、個人が特定される確率をk分の1以下に
低減させることができます。本技術では、匿名化によるデータの情報量の損失の少
なさよりも、サービス提供者が推薦したい情報の属性のデータが残るよう、TF-IDF
法を用いて属性を重みづけして匿名化されたデータを生成します。

応用可能な分野

連携を希望する業種等

Point２

Point３

詳細な研究・技術シーズは次のページへ

2022年施行改正個人情報保護法によって、イノベーションを促進する観点からデー
タ利活用の促進個人を特定できないように個人情報を加工した場合は（仮名加工情
報）、仮名加工情報取扱事業者の内部分析目的の利用に限定する等を条件に、開
示・利用停止請求への対応等の義務が緩和されました。ビッグデータの利活用が進
む一方で、事業者の責務拡大とペナルティ強化が図られています。

上記、応用可能な分野に関連すれば業種は問いません。
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技術の概要

個人情報の匿名化技術

〇k-匿名化された個人情報とは
k人以上が同じ属性値の組み合わせを持ち、区別できない状態に変換

〇本技術でのk-匿名化された個人情報の生成法

匿名化によるデータの情報量の損失の少なさよりも、サービス提供者が推薦したい情報の属性
のデータが残るよう、TF-IDF法を用いて属性を重みづけして匿名化されたデータを生成

・個人情報保護法で求められている匿名加工情報の作成

・プライバシーを保護しつつ個人にあった情報推薦システムサービス
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・個人情報保護法で求められている匿名加工情報（k-匿名化された情報）の生成を実現

・ k-匿名化に利用されるアルゴリズムでは、匿名化された際になるべく情報を残すように匿名

化するが、本技術では、サービス提供者ごとに必要な情報は異なるという観点から、サービ

ス提供者が情報提供（推薦）したい情報に基づいて、個人情報を匿名化する

・サービス提供者ごとにあった匿名化された個人情報の提供が可能
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